
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 10月 4日  緑陽台認定こども園  No.14  文責：川原 

9 月２８日（土）育成会まつりを行いました。天気にも恵まれ、朝の集合時間から笑顔あふれる子ども

たちの姿が見られ、大変うれしい気持ちになりました。浴衣や甚平姿の子ども達が、さらにお祭りムード

を盛りあげてくれましたね。 

開会式では、スペシャルゲスト？！のアンパンマンとバイキンマンが登場！！みんなで一緒によさこい

を踊りました。普段子ども園で過ごす時とは違ったお祭りの雰囲気にどの子も嬉しそうな表情をしていた

のが印象的でした。 

 園舎内へ移動して催し物のブースを親子で楽しんでいただきました。たくさんの方が参加してくださっ

たので、ブースによっては待ち時間が長くなってしまったものもありましたが、お友だちとのお話に花を

咲かせ、お祭りならではのムードいっぱいでした。 

 ボウリングのピンが倒れなくても、輪投げの輪が箱に入らなくても、笑顔いっぱい         お家の方やお友

だちと一緒なのが嬉しい楽しい様子でした。今年度は、久しぶりに飲食ブースも再開しました。おうちの

方やお友だちと、飲み物を飲んだり、おにぎりを食べたり、ここでも嬉しい笑顔がたくさん見られました。 

お家の方と一緒に楽しく過ごす笑顔の子ども達の様子を見て幸せな気分いっぱいの「育成会まつり」と

なりました。お忙しい中参加していただきありがとうございました。育成会執行役員の皆様、育成会まつ

りお手伝い役員の皆様には、役員会や事前準備・当日のお手伝い等にお力をお貸しいただきました。あり

がとうございました。 

１０月 ７日（月）10:00～10:30 こあら組・ぱんだ組 

１０月 ９日（水）10:00～10:50 きりん組 

１０月１０日（木）10:00～10:50 ぞう組 

リズム活動とは、ピアノの音に合わせて身体を動か

し、全身の神経を刺激しながら感覚神経と運動神経を

発達させる活動です。 

就学前の脳に大きく影響し、発達を促すといわれて

います。 

緑陽台認定こども園では、リズム活動を日頃の保育

活動に取り入れています。 

ぜひ、リズム参観日にお越しください。 



 

 

 

 

９月２７日（金）９月生まれさんのお誕生会が行われました。９月生まれのお誕生児さんは全員で１０名

でしたが、２名のお友だちがお休みでした。全部で８名のお誕生児さんのお祝いをしましたよ。自己紹介や

ごきげんうかがいのお歌も堂々と歌ってくれた頼もしい9月生まれのお誕生児さんでした。自己紹介では、

以上児さんは大きくなったらなりたいものを「保育園の先生」や「警察官」「アンパンマン」などと教えて

くれましたよ。未満児さんは、好きな食べ物や大きくなったらなりたいものを「バナナ」や「仮面ライダー」

と教えてくれましたよ。 

 お楽しみは、みつき先生とまみこ先生による「箱の中身はなんだろな？クイズ」でした。みつき先生に指

名された人は、箱の中に手を入れて、箱の中に入っているものを手探りで当てます。箱の中に手を入れる人

は箱の中が見えていませんが、お客さんからは箱の中が見えるようになっているので、みんなでヒントを教

えてあげながらゲームを楽しみました。時にはついつい正解を言ってしまって「あっ！！」と慌てて口を押

さえる場面もありました            クイズを繰り返していると要領を得たのか、箱の中は“とうもろこし”なの

に「危ないよ」「気を付けて！」とワザとに怖がらせることを言って盛り上げる姿もありました。会場みん

なで「箱の中身はなんだろな？クイズ」を楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帯広葵学園が運営する認定こども園・保育園の年長児は、卒園記念とし

て「光る泥だんご」の制作をしています。 

９月２４日（火）ぞう組さんが「光る泥だんご」作りをしました。バス

のおじさんがあらかじめ泥でできた“泥だんごの元になる玉”を作ってお

いてくれて、子どもたちは元玉に漆喰を塗って瓶の口で磨いていきます。

今回も十勝左官工業協同組合の南川さんにお手伝いいただきながら、「光

る泥だんご」作りを行いました。 

白の漆喰を塗って瓶の口で磨いていくと表面がなだらかになり、きれい

になってきます。次に自分で選んだ色のきめの細かい漆喰を塗ってさらに

磨きます。しばらく瓶の口で磨いていくと表面がツルツルして光沢が出て

きます。ピカピカ光るまで磨くのは根気がいる作業です。繰り返しの作業

で、途中で疲れてしまう様子のお友だちもいましたが、泥だんごが光って

くるとその疲れも吹き飛び、夢中になって磨いていましたよ。世界に一つ

の自分だけの「光る泥だんご」が完成し、大満足の子どもたちでした。 

完成した泥だんごは『光る泥だんご展』を開催し地域の皆さんにも観て

いただきます。今年の『光る泥だんご展』は１１月６日（水）から１１月

１４日（木）に音更町図書館で行われる予定です。詳細が決まりましたら、

再度お知らせいたします。 


